
大
崎
町
消
防
団
員
募
集

　
火
災
だ
け
で
な
く
、
風
水
害
・
地
震
な
ど
の
災
害
時
、
平
常
時（
避
難
訓
練
な
ど
の
啓
発
活
動
）で

活
動
を
お
こ
な
い
地
域
の
安
全
を
守
っ
て
い
る「
大
崎
町
消
防
団
」。

　
し
か
し
、
少
子
高
齢
化
な
ど
の
理
由
に
よ
り
現
在
団
員
不
足
が
深
刻
な
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
今
回
は
、
地
域
に
お
け
る
消
防
団
の
重
要
性
や
、「
大
崎
町
消
防
団
」の
活
動
内
容
、
団
員

の
声
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。
自
分
た
ち
の
町
を
一
緒
に
守
り
ま
せ
ん
か
？

同級生に誘われて入団を決めました。消火活
動を通して町に貢献していると感じること

がやりがいです。また消防団活動では団員とのコ
ミュニケーション・連携をとることが大事だと感
じます。消火活動や訓練など大変と感じることも
あると思いますが、町に貢献でき
るのも大きな魅力だと思います
ので、是非一緒に自
分の町を守りま
せんか。

消
防
団
と
は

　
「
自
分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た

ち
で
守
る
」
と
い
う
郷
土
愛
護
の

精
神
に
基
づ
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
市

町
村
に
設
置
さ
れ
た
消
防
機
関
で

す
。
消
防
署
に
勤
務
す
る
隊
員
と

は
違
い
、
消
防
団
員
は
会
社
員
や

自
営
業
者
と
し
て
働
い
て
お
り
、

地
域
で
火
災
が
発
生
し
た
際
な
ど

に
自
宅
や
職
場
な
ど
か
ら
出
動
し

消
火
活
動
を
お
こ
な
う
だ
け
で
な

く
、
地
震
や
風
水
害
等
多
数
の
動

員
を
必
要
と
す
る
大
規
模
災
害
時

の
救
助
救
援
活
動
、
避
難
誘
導
な

ど
多
岐
に
渡
っ
て
活
動
し
て
い
ま

す
。

　

ま
た
平
常
時
に
お
い
て
も
、
各

種
訓
練
・
点
検
、
啓
発
活
動
な
ど

地
域
に
お
け
る
消
防
力
・
防
災
力

の
向
上
を
常
に
心
が
け
て
活
動
し

て
い
ま
す
。

消
防
団
の
課
題

　

現
在
、
町
内
に
お
い
て
６
つ
の

消
防
分
団
が
設
置
さ
れ
て
い
ま

す
。
令
和
６
年
５
月
１
日
現
在
で

２
０
８
名
の
消
防
団
員
が
所
属
し

て
い
ま
す
が
、
定
数
２
４
０
名
を

下
回
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

そ
の
中
で
も
、
中
央
分
団
、
野
方

分
団
に
お
い
て
は
定
数
よ
り
10
名

の
不
足
に
な
っ
て
い
ま
す
。
地
域

に
つ
い
て
詳
し
く
即
時
対
応
可
能

な
団
員
が
不
足
す
る
こ
と
で
、
充

分
な
消
防
活
動
を
お
こ
な
う
こ
と

が
で
き
ず
、
地
域
の
安
全
確
保
も

で
き
な
い
状
態
に
な
り
ま
す
。

　

団
員
不
足
の
現
状
の
中
で
す
が

近
年
で
は
、
各
分
団
で
女
性
団
員

も
増
え
て
活
躍
も
期
待
さ
れ
て
い

ま
す
。
普
段
は
様
々
な
仕
事
を
さ

れ
て
忙
し
い
方
も
そ
れ
ぞ
れ
の
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
合
わ
せ
た
活
動

を
協
力
し
て
お
こ
な
い
、
私
た
ち

の
住
む
地
域
を
守
り
ま
せ
ん
か
。

消防団員の方に誘ってもらい入団しまし
た。団員が日ごろから地域の安全の

ために訓練・点検をおこなっていることを知
り、その一員になれたことをうれしく思いま
す。普段の日常では体験できないことや、新
しいことをたくさん経験でき、
自分の防災意識も向上しまし
た。活動を通して一緒に
地域を盛り上げていき
ましょう。

中央分団  

神田 大輔さん  
（分団員歴：４年）

大丸分団  

下橋 真希さん  
（分団員歴：４年）

各地区の分団で活躍しています

入団のお問い合わせ
役場総務課 消防防災係（内線 212、213）

消防団員になるには
❶ 大崎町に居住、又は勤務するもの
❷ 年齢18歳以上のもの

〈分団紹介〉
中央分団・大丸分団・菱田分団・中沖分団・
持留分団・野方分団
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